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状態，磁束クラスター外部の領域において TRSB 状態を示すような，TRSB／TRSR 超伝導状態
の相分離が関与したものとして特徴付けられる．  
  このような新奇磁束状態を含む，多成分 TRSB超伝導の分類をより明らかにするため，表面エ
ネルギーの解析を行った．単成分超伝導の場合，この表面エネルギーの符号が反転する物質パラ








  またさらに磁束クラスター状態を示すパラメータ領域 に着目し，その磁場依存性を考
察した結果，低磁場側では典型的な磁束クラスター状態が得られる一方，高磁場領域では磁束格







































平成 2６年 2 月 19 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
 
〔結論〕 
  
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学 ）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
 
